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７．教育活動 

① 大学院教育 

 本センターは帯広畜産大学大学院畜産衛生学専攻博士前期・後期課程および岐

阜大学大学院連合獣医学研究科の協力講座として大学院教育に参加している。平

成２６年度時点で本センターに所属している博士課程学生は畜産衛生学専攻博士前

期課程が 1 名、同専攻博士後期課程が 8 名、岐阜大学大学院連合獣医学研究科が

9 名である。また、今年度本センターで博士の学位を取得した学生は 4 名であった。

本センターが重視している国際学術協力を裏付けるように、所属大学院生 18 名のう

ち 9 名がアジア・アフリカ・南アメリカ諸国からの外国人留学生であった。 
 本センターでは毎年２回全大学院生を対象とした研究発表会を開催しており、座長

は博士研究員が務めるなどして、研究分野間の相互交流と互いに切磋琢磨する場を

設けて若手研究者人材育成を実施している。 
 
本センター専任教員が参加・提供している大学院教育科目 
博士前期課程 
 家畜生産衛生学（2 単位） 井上 昇・玄 学南・福本 晋也 
 人獣共通感染症（2 単位） 五十嵐 郁男・河津 信一郎 
 獣医原虫病学（2 単位）  玄 学南・井上 昇・西川 義文 
     鈴木 宏志・横山 直明・福本 晋也 
     五十嵐 慎 
 畜産衛生学実習Ⅱ（2 単位） 玄 学南・井上 昇・福本 晋也 
 課題研究Ⅰ（4 単位）  全教員 
 課題研究Ⅱ（4 単位）  全教員 
 
博士後期課程 
 人獣共通原虫病学特論（2 単位） 五十嵐 郁男・井上 昇 
 衛生動物学特論（2 単位） 玄 学南・西川 義文 
 プレゼンテーション演習（2 単位） 五十嵐 郁男・井上 昇・玄 学南 
     西川 義文 
 畜産衛生学特別演習（6 単位） 五十嵐 郁男・井上 昇・玄 学南 
     西川 義文 
 インターンシップ演習（2 単位） 五十嵐 郁男・井上 昇・玄 学南 
     西川 義文  
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② 学部教育 

 本センターは大学院教育のみならず、学部教育にも積極的に参加している。平成

26年度時点で本センターに所属している学部学生は獣医学ユニットが25名、家畜生

命科学ユニットが 4 名、畜産国際強力ユニットが 1 名である。 
 本センターでは毎年 2 回全学部学生を対象とした研究発表会を開催しており、座長

は博士研究員が務めるなどして、研究分野間の相互交流と互いに切磋琢磨する場を

設けて若手人材育成を実施している。 
 
本センター専任教員が参加・提供している学部教育科目 
基盤教育 
 基礎学術ゼミナール（1 単位） 鈴木 宏志・井上 昇 
 生物学実験Ａ（1 単位）  五十嵐 郁男・横山 直明 
 
共通教育 
 微生物学（2 単位）  五十嵐 郁男 
 免疫学（2 単位）   五十嵐 慎 
 臨床応用免疫学（1 単位） 五十嵐 慎 
 全学農畜産実習（2 単位） 鈴木 宏志・井上 昇 
 
展開教育（獣医学ユニット） 
 獣医生化学（2 単位）  玄 学南・西川 義文 
 獣医生化学実習（1 単位） 西川 義文 
 原虫病学（2 単位）  井上 昇・横山 直明・河津 信一郎 
 寄生虫病学（2 単位）  五十嵐 郁男・横山 直明 
 獣医寄生虫病学実習（1 単位） 横山 直明 
 臨床病理学（2 単位）  河津 信一郎 
 実験動物学（2 単位）  鈴木 宏志・福本 晋也 
 実験動物学実習（1 単位） 鈴木 宏志・福本 晋也 
 卒業研究ゼミナールⅠ（1 単位） 全教員 
 卒業研究ゼミナールⅡ（1 単位） 全教員 
 卒業研究ゼミナールⅢ（1 単位） 全教員 
 卒業研究ゼミナールⅣ（1 単位） 全教員 
 卒業研究（6 単位）  全教員 
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展開教育（生命科学ユニット） 
 実験動物繁殖学（1 単位） 鈴木 宏志・福本 晋也 
 分子遺伝情報科学（2 単位） 玄 学南・西川 義文 
  
展開教育（食品科学ユニット） 
 食品衛生学（2 単位）  井上 昇 
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